
t
-
ゆ
圃

E
L
-
-
t
t日
M
U
F
&

・E噌
H
F
d

『
弐
幸
手
刷
F
a
r
-
q旗
門

・

・

・

・

民

事

法

研

究

会

星

野

豊

F
F
F
ι
F
E
E
-
圃
叫
『
『
1

・2
$
1守

ap句聞
4

公
共
工
事
の
前
払
金
に
関
す
る
信
託
契
約
の
成
否

最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
平
成
一
四
年
一
月
一
七
日
判
決
、
平
成
一
二
年
(
受
)
一
六
七
一
号
預
金
払
戻
等
請
求
事
件
、
民
集
五
六
巻
一
号
二

O
頁
(
第
一
審
一
名
古
屋
地
方
裁
判
所
豊
橋
支
部
平
成
一
二
年
二
月
八
日
判
決
、
第
二
審
一
名
古
屋
高
等
裁
判
所
平
成
二
一
年
九
月
一
一
一
日
判

決〉

本
件
は
、
公
共
工
事
の
請
負
人
が
、
保

証
事
業
会
社
の
保
証
の
下
に
地
方
公
共
団

体
か
ら
支
払
を
受
け
た
工
事
前
払
金
に
関

し
、
地
方
公
共
団
体
を
委
託
者
兼
受
益
者
、

請
負
人
を
受
託
者
と
す
る
信
託
契
約
が
成

立
し
た
と
し
て
、
当
該
前
払
金
が
請
負
人

の
破
産
財
団
に
帰
属
し
な
い
、
と
判
示
し

た
最
高
裁
判
例
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
本

件
の
事
実
関
係
の
下
で
信
託
契
約
の
成
立

を
認
め
た
判
旨
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討

し
、
信
託
関
係
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

《
事
実
》

地
方
公
共
団
体
の
発
注
す
る
土
木
建
築
に

関
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
公
共
工
事
の
前

払
金
保
証
事
業
に
関
す
る
法
律
(
昭
和
二
七

年
法
一
八
四
号
。
以
下
、
単
に
「
保
証
事
業

法
」
と
い
う
)
に
基
づ
く
建
設
大
臣
(
現
国

土
交
通
大
臣
)
の
登
録
を
受
け
た
保
証
事
業

会
社
に
よ
り
前
払
金
の
保
証
が
な
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
工
事
に
要
す
る
経
費
を
前
払

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
(
地
方

自
治
法
二
三
二
条
の
五
)
。
ま
た
、
訴
外
A

県
の
発
注
に
係
る
A
県
工
事
請
負
契
約
約
款

(
以
下
、
単
に
「
A
県
公
共
工
事
約
款
L

と

い
う
)
に
よ
れ
ば
、
前
払
金
の
額
は
請
負
代

金
の
一

O
分
の
四
の
範
囲
内
と
す
る
こ
と
、

保
証
事
業
法
の
規
定
す
る
保
証
契
約
を
締
結

し
、
そ
の
保
証
証
書
を
発
注
者
に
寄
託
す
る

こ
と
の
ほ
か
、
請
負
者
は
前
払
金
を
当
該
工

事
の
必
要
経
費
以
外
に
支
出
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

本
件
請
負
人
訴
外
B
建
設
は
、
平
成
一

O

年
三
月
二
七
日
、

A
県
と
の
間
で
、

A
県
公

共
工
事
約
款
に
基
づ
き
、
本
件
請
負
契
約
を

締
結
し
た
。

B
建
設
は
、
同
年
四
月
二
日
、

建
設
大
臣
の
登
録
を
受
け
て
前
払
金
保
証
事

業
を
営
む
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
Y

保
証
会
社
と
の
問
で
、
保
証
事
業
法
お
よ
び

Y
保
証
株
式
会
社
前
払
金
保
証
約
款
(
以

下
、
「
本
件
保
証
約
款
L

と
い
う
)
に
基
づ

き
、
A
県
の
た
め
に
、
本
件
請
負
契
約
が
B

建
設
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
っ
て
解
除

さ
れ
た
場
合
に
B
建
設
が
A
県
に
対
し
て
負

担
す
る
前
払
金
か
ら
工
事
の
既
済
部
分
に
対

す
る
代
価
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
の

返
還
債
務
に
つ
い
て
、

Y
保
証
会
社
が
保
証

す
る
旨
の
本
件
保
証
契
約
を
締
結
し
た
。

本
件
保
証
約
款
の
中
に
は
、
①
請
負
者
が

前
払
金
を
受
領
し
た
と
き
は
、
保
証
事
業
者

が
予
め
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
る
金

融
機
関
の
中
か
ら
請
負
者
が
選
定
し
た
金
融

機
関
に
別
口
普
通
預
金
と
し
て
預
け
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
②
請
負
者
は
、
前

払
金
を
保
証
申
込
書
に
記
載
し
た
目
的
に
従

い
適
正
に
使
用
す
る
責
め
を
負
い
、
預
託
金

融
機
関
に
適
正
な
使
途
に
関
す
る
資
料
を
提

出
し
て
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
、
別
口
普
通

預
金
の
払
出
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
、
③
保
証
事
業
者
は
、
前
払
金
の
使
途
を

監
査
す
る
た
め
に
、
請
負
契
約
に
関
す
る
調

査
権
限
を
有
し
、
請
負
者
お
よ
び
発
注
者
に

対
し
て
報
告
、
説
明
ま
た
は
証
明
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
④
保
証
事
業
者
は
、

前
払
金
が
適
正
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
認

め
た
と
き
は
、
預
託
金
融
機
関
に
対
し
別
口
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普
通
預
金
の
払
出
の
中
止
そ
の
他
の
処
置
を

依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
が
そ
れ
ぞ

れ
規
定
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
本
件
保
証
約

款
は
、
建
設
省
(
現
国
土
交
通
省
〉
か
ら
各

都
道
府
県
に
対
し
て
通
知
さ
れ
て
い
た
。

B
建
設
は
、
前
払
金
の
預
託
金
融
機
関
と

し
て
Y
保
証
会
社
が
予
め
業
務
委
託
契
約
を

締
結
し
て
い
た
被
告
・
被
控
訴
人
・
被
上
告

人
Z
信
用
金
庫
を
選
定
し
て
本
件
預
金
口
座

を
開
設
し
、
同
年
四
月
七
日
、
本
件
保
証
契

約
の
保
証
証
書
を
A
県
に
寄
託
し
た
上
で
前

払
金
の
支
払
を
請
求
し
た
。
同
月
二

O
日、

A
県
か
ら
本
件
前
払
金
と
し
て
、
本
件
預
金

口
座
に
約
一
七

O
O万
円
の
振
込
み
が
な
さ

れ、

A
県
は
、
保
証
事
業
法
二
ニ
条
一
項
に

よ
り
、
本
件
保
証
契
約
の
利
益
を
享
受
す
る

旨
の
意
思
表
示
を
し
た
と
み
な
さ
れ
た
。

A
県
は
、

B
建
設
の
営
業
停
止
に
よ
り
工

事
の
続
行
が
不
能
に
な
っ
た
た
め
、
同
年
六

月
二
九
日
、
本
件
請
負
契
約
を
解
除
し
た
。

B
建
設
は
、

A
県
に
対
し
本
件
前
払
金
か
ら

解
除
時
ま
で
の
工
事
の
既
済
部
分
に
対
す
る

代
価
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
残
金
を
返

還
し
な
か
っ
た
た
め
、

Y
保
証
会
社
は
、
同

年
七
月
三
一
目
、

A
県
に
対
し
、
保
証
債
務

の
履
行
と
し
て
残
金
相
当
額
を
支
払
っ
た
。

B
建
設
は
、
同
年
八
月
七
日
に
破
産
宣
告
を

受
け
、
原
告
・
控
訴
人
・
上
告
人
X
が
、
破

産
管
財
人
に
選
任
さ
れ
た
。

本
件
は
、
以
上
の
事
実
関
係
の
下
で
、

X

が、

Y
保
証
会
社
に
対
し
、
本
件
預
金
に
つ

い
て

X
が
債
権
者
で
あ
る
こ
と
等
の
確
認
を

求
め
る
と
と
も
に
、

Z
信
用
金
庫
に
対
し
、

本
件
預
金
の
残
額
お
よ
び
遅
延
損
害
金
の
支

払
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

第
一
審
は
、

A
県
か
ら
B
建
設
に
対
し
て

支
払
わ
れ
た
本
件
前
払
金
に
関
し
て
は
、
少

な
く
と
も
実
質
的
に
み
て
信
託
関
係
と
解
さ

れ
る
法
的
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
し
、
信
託

法
一
六
条
を
類
推
適
用
し
て
、
本
件
前
払
金

は
B
建
設
の
破
産
財
団
に
帰
属
し
な
い
、
と

判
示
し
、

X
の
Y
保
証
会
社
お
よ
び
Z
信
用

金
庫
に
対
す
る
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
審
は
、
信
託
関
係

の
成
否
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
な
く
、
本

件
前
払
金
に
関
し
て
は
、

Y
保
証
会
社
に
よ

る
保
証
債
務
履
行
の
履
行
確
保
の
た
め
の
指

名
債
権
質
ま
た
は
ヲ
」
れ
に
類
似
す
る
担
保
が

設
定
さ
れ
て
い
た
と
し
て
、

Y
保
証
会
社
は

本
件
前
払
金
に
つ
き
別
除
権
を
有
す
る
と
判

示
し
、
結
論
と
し
て

X
の
控
訴
を
棄
却
し

た。
X
は
、
本
件
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て

は、

B
か
ら
Y
に
債
権
証
書
が
引
渡
、
さ
れ
て

い
な
い
た
め
債
権
質
は
成
立
七
て
お
ら
ず
、

ま
た
、

B
に
よ
る
通
知
も
Z
に
よ
る
承
諾
も

な
い
以
上
債
権
質
の
対
抗
要
件
が
具
備
さ
れ

て
い
な
い
、
と
主
張
し
て
上
告
し
た
。

《
判
旨
》

上
告
棄
却

一
「
本
件
請
負
契
約
を
直
接
規
律
す
る

A
県
公
共
工
事
請
負
契
約
約
款
は
、
前
払
金

を
当
該
工
事
の
必
要
経
費
以
外
に
支
出
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
る
の
み
で
、
前
払

金
の
保
管
方
法
、
管
理
・
監
査
方
法
等
に
つ

い
て
は
定
め
て
い
な
い
。
し
か
し
、
前
払
金

の
支
払
は
保
証
事
業
法
の
規
定
す
る
前
払
金

返
還
債
務
の
保
証
が
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
、
」
保
証
事
業
法
お
よ
び

本
件
保
証
約
款
に
は
、
前
払
金
の
保
管
方

法
、
管
理
監
査
方
法
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て

お
り
、
「
B
建
設
は
も
ち
ろ
ん
A
県
も
、
本

件
保
証
約
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
を
合
意
内
容

と
し
た
上
で
本
件
前
払
金
の
授
受
を
し
た
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
L

ニ
「
こ
の
よ
う
な
合
意
内
容
に
照
ら
せ

ば
、
本
件
前
払
金
が
本
件
預
金
口
座
に
振
り

込
ま
れ
た
時
点
で
、

A
県
と
B
建
設
と
の
間

で、

A
県
を
委
託
者
、

B
建
設
を
受
託
者
、

本
件
前
払
金
を
信
託
財
産
と
し
、
こ
れ
を
当

該
工
事
の
必
要
経
費
の
支
払
に
充
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
信
託
契
約
が
成
立
し
た
と
解

す
る
の
が
相
当
で
あ
」
る
。
「
ま
た
、
こ
の

信
託
内
容
は
本
件
前
払
金
を
当
該
工
事
の
必

要
経
費
の
み
に
支
出
す
る
こ
と
で
あ
り
、
受

託
事
務
の
履
行
の
結
果
は
委
託
者
で
あ
る
A

県
に
帰
属
す
べ
き
出
来
高
に
反
映
さ
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
信
託
の
受
益
者
は
委
託
者
で

あ
る
A
県
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

三
「
本
件
預
金
は
、

B
建
設
の
一
般
財

産
か
ら
分
別
管
理
さ
れ
、
特
定
性
を
も
っ
て

保
管
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
き
登
記
、
登

録
の
方
法
が
な
い
か
ら
、
委
託
者
で
あ
る
A

県
は
、
第
三
者
に
対
し
て
も
、
本
件
預
金
が

信
託
財
産
で
あ
る
こ
と
を
対
抗
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
っ
て
(
信
託
法
三
条
一
項
参

照
)
、
信
託
が
終
了
し
て
同
法
六
三
条
の
い

わ
ゆ
る
法
定
信
託
が
成
立
し
た
場
合
も
同
様

で
あ
る
か
ら
、
信
託
財
産
で
あ
る
本
件
預
金

は
B
建
設
の
破
産
財
団
に
組
み
入
れ
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

(
同
法
一
六
条
参
照
)
。
」
「
し
た
が
っ
て
、
本

件
事
実
関
係
の
下
に
お
い
て
Y
保
証
会
社
が

B
建
設
か
ら
本
件
預
金
に
つ
き
債
権
質
等
の

担
保
の
設
定
を
受
け
た
も
の
と
し
た
原
審
の

判
断
は
相
当
で
は
な
い
が
、

X
の
請
求
を
棄

却
す
べ
き
も
の
と
し
た
結
論
は
是
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
」

《
研
究
》

93一一民事判例研究

一
本
判
決
は
、
当
事
者
が
契
約
成
立
時

に
信
託
で
あ
る
こ
と
を
特
に
明
示
し
て
い
な

か
っ
た
契
約
関
係
に
つ
い
て
、
当
事
者
聞
に



お
い
て
締
結
さ
れ
た
直
接
的
な
契
約
内
容
の

ほ
か
、
当
事
者
が
契
約
締
結
に
際
し
て
前
提

と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
法
令
の
規
定
や

約
款
の
趣
旨
を
も
考
慮
し
、
当
事
者
の
合
意

内
容
の
解
釈
と
し
て
、
信
託
契
約
の
成
立
を

認
め
た
事
例
で
あ
る
。
預
金
さ
れ
た
財
産
に

つ
い
て
信
託
関
係
が
認
定
さ
れ
た
過
去
の
事

例
と
し
て
は
、
詐
欺
被
害
者
に
対
す
る
返
還

金
を
委
託
さ
れ
た
者
が
自
己
名
義
で
銀
行
預

金
を
し
た
場
合
、
当
該
財
産
に
つ
い
て
は
信

託
関
係
が
成
立
し
て
い
る
た
め
名
義
人
宛
の

強
制
執
行
に
服
さ
な
い
、
と
判
示
し
た
最
判

昭
和
二
九
年
一
一
月
一
六
日
(
判
時
四
一
号

一
一
頁
)
が
あ
る
が
、
同
事
案
で
は
、
財
産

に
関
す
る
信
託
関
係
の
成
立
に
つ
い
て
特
に

争
い
は
生
じ
て
お
ら
ず
、
本
件
の
よ
う
に
そ

も
そ
も
信
託
の
成
立
自
体
に
つ
い
て
解
釈
が

紛
れ
う
る
事
案
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

本
件
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
務
慣
行
と
し
て

必
ず
し
も
信
託
関
係
で
あ
る
と
明
確
に
意
識

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
公
共
工
事
前
払
金
を
め

ぐ
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
当
該
前
払
金
が

預
金
の
形
で
特
定
さ
れ
、
払
出
の
理
由
が
法

令
な
い
し
約
款
に
定
め
ら
れ
た
目
的
に
よ
り

拘
束
さ
れ
た
財
産
で
あ
る
と
し
て
、
信
託
の

成
立
を
一
般
的
に
認
め
た
事
実
上
初
め
て
の

最
高
裁
判
例
で
あ
り
、
理
論
、
実
務
の
双
方

に
与
え
る
影
響
が
少
な
く
な
い
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

二
信
託
の
定
義
に
関
し
て
、
信
託

法
一
条
で
は
、
「
財
産
権
ノ
移
転
其
ノ
他
ノ

処
分
ヲ
為
シ
他
人
ヲ
シ
テ
一
定
ノ
目
的
ニ
従

ヒ
財
産
ノ
管
理
又
ハ
処
分
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
」

こ
と
、
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
言
だ

け
か
ら
で
は
、
信
託
の
成
立
に
と
っ
て
最
も

本
質
的
な
要
件
が
何
か
は
、
必
ず
し
も
明
確

に
な
っ
て
こ
な
い
。
理
論
的
な
可
能
性
と
し

て
は
、
①
委
託
者
が
受
託
者
に
財
産
の
管
理

処
分
を
行
わ
せ
、
受
託
者
が
こ
れ
を
引
き
受

け
る
意
思
を
そ
れ
ぞ
れ
有
し
て
い
た
こ
と

(
信
託
関
係
当
事
者
の
意
思
)
、
②
「
財
産
権

ノ
移
転
其
ノ
他
ノ
処
分
」
に
よ
り
、
独
立
性

の
あ
る
「
信
託
財
産
」
が
成
立
し
た
こ
と

(
独
立
性
の
あ
る
財
産
の
存
在
)
、
③
信
託
財

産
が
二
定
ノ
目
的
」
に
従
っ
て
、
っ
他
人
」

で
あ
る
受
託
者
に
よ
り
管
理
処
分
さ
れ
る
こ

と
(
目
的
に
拘
束
さ
れ
た
管
理
処
分
)
、
と

の
三
つ
の
要
件
の
全
部
ま
た
は
一
部
、
と
な

る
筈
で
あ
る
が
、
ど
の
要
件
を
強
調
す
る
か

に
よ
っ
て
、
信
託
関
係
の
成
否
や
、
信
託
と

他
の
類
似
法
理
と
の
異
同
に
つ
い
て
の
考
え

方
が
、
大
き
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ

と
も
、
本
件
判
旨
に
よ
れ
ば
、
後
に
検
討
す

る
と
お
り
解
釈
が
か
な
り
紛
れ
る
恐
れ
が
あ

る
も
の
の
、
①
A
が
B
に
本
件
前
払
金
の
管

理
処
分
を
さ
せ
る
旨
合
意
し
た
、
②
本
件
前

払
金
は
Z
信
用
金
庫
に
特
定
さ
れ
た
預
金
口

座
と
し
て
他
と
分
別
さ
れ
て
い
た
、
③
本
件

前
払
金
の
使
用
目
的
お
よ
び
管
理
方
法
は
特

定
さ
れ
て
お
り
、

B
が
こ
れ
に
従
う
必
要
の

あ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
上
記
の
全
て
の
要
件
が
一
応
充

た
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
信
託
関
係
の
成
立

が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件

判
旨
を
単
純
に
見
る
限
り
、
最
高
裁
は
、
上

記
の
各
要
件
の
う
ち
ど
れ
か
を
特
に
強
調
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
信
託
法
一
条
の
文

言
に
対
し
て
、
あ
る
意
味
で
忠
実
な
解
釈
を

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

2

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
の
事
実
関
係

を
よ
り
厳
密
に
検
討
し
て
み
る
と
、
本
件
判

旨
に
お
け
る
上
記
各
要
件
が
充
た
さ
れ
て
い

る
と
の
判
断
は
、
相
当
解
釈
の
紛
れ
る
余
地

が
あ
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
一
に
、
本
件
前
払
金
に
係
る
使
用
目
的

に
関
す
る
拘
束
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、

A
県
と
B
建
設
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
請
負

契
約
の
中
で
は
な
く
、

B
建
設
と
Y
保
証
会

社
と
の
問
で
締
結
さ
れ
た
本
件
保
証
契
約
に

関
す
る
約
款
の
中
で
あ
り
、
合
意
の
当
事
者

が
同
一
で
な
い
。
最
高
裁
は
、
①
地
方
自
治

法
お
よ
び
保
証
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
か
な

い
限
り
、
公
共
工
事
に
関
し
て
前
払
は
行
え

な
い
こ
と
、
②
保
証
事
業
法
の
規
定
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
た
本
件
保
証
契
約
に
は
本
件
保

証
約
款
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
③

本
件
保
証
約
款
の
内
容
は
、
建
設
省
か
ら
各

都
道
府
県
に
予
め
通
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

以
て
、

A
県
と
B
建
設
と
の
問
の
契
約
に
お

い
て
は
、
本
件
保
証
約
款
の
内
容
が
、
合
意

内
容
と
し
て
前
提
さ
れ
て
い
た
、
と
判
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
当
事
者
の
一
部
が
異

な
る
他
の
契
約
に
お
け
る
約
款
の
内
容
が
当

事
者
間
の
合
意
内
容
の
前
提
と
な
っ
て
い

る
、
と
の
最
高
裁
の
見
解
が
、
ど
の
範
囲
に

お
い
て
妥
当
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な

議
論
が
必
要
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
見
解
を

前
提
と
す
る
と
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
他
の

契
約
関
係
を
組
み
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
局
面
の
ほ
か
、
当
事
者
間
の
恒
常
的
な
業

務
提
携
関
係
に
よ
り
、
第
三
者
と
の
契
約
関

係
を
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
な
局
面
に
お
い
て

は
、
各
当
事
者
間
の
個
々
の
契
約
関
係
に
お

け
る
特
性
を
個
別
に
規
定
す
る
必
要
が
生
じ

た
場
合
、
他
の
当
事
者
間
の
契
約
で
は
明
文

で
そ
れ
を
否
定
し
な
い
限
り
、
他
の
契
約
に

お
け
る
内
容
も
合
意
の
前
提
と
さ
れ
て
い

る
、
と
解
釈
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
わ
け
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
が
実
務
上
の
支
障
と
な
る
可

能
性
も
あ
り
え
な
い
で
は
な
い
。

第
二
に
、
本
件
に
お
い
て
、

Y
保
証
会
社

が
Z
信
用
金
庫
に
対
し
て
本
件
前
払
金
に
関

す
る
預
金
払
戻
請
求
権
を
取
得
す
る
た
め
に

は、

A
県
と
B
建
設
と
の
間
の
請
負
契
約
が

解
除
さ
れ
、

B
建
設
が
原
状
回
復
義
務
を
果
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た
さ
ず
、

Y
保
証
会
社
が
自
己
の
A
県
に
対

す
る
保
証
債
務
を
履
行
し
た
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
経
済
実
質
的
に
見
れ
ば
、

第
二
審
の
判
示
し
た
と
お
り
、
請
負
契
約
に

関
す
る
保
証
債
務
の
求
償
権
の
担
保
と
し
て

本
件
前
払
金
に
対
す
る
権
利
取
得
が
認
め
ら

れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
、
十
分
可
能
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
高
裁

の
判
示
す
る
よ
う
に
、

A
県
と
B
建
設
と
の

信
託
関
係
が
請
負
契
約
の
解
除
に
よ
っ
て
終

了
し
、
帰
属
権
利
者
で
あ
る
A
県
に
信
託
財

産
が
返
還
さ
れ
る
過
程
で
B
建
設
の
信
託
終

了
後
の
法
定
信
託
に
か
か
る
受
託
者
と
し
て

の
債
務
に
不
履
行
が
生
じ
、

Y
が
保
証
債
務

を
履
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
法
定
信
託
受
益

権
に
代
位
し
て
信
託
財
産
の
返
還
請
求
権
を

取
得
し
た
、
と
や
や
複
雑
に
考
え
る
べ
き
必

要
性
が
ど
こ
ま
で
あ
る
の
か
は
、
見
解
が
分

か
れ
う
る
と
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
仮
に
上
告
理
由
の
主
張
す
る

と
お
り
、
債
権
質
の
成
立
要
件
で
あ
る
債
権

証
書
の
引
渡
が
Y
保
証
会
社
に
対
し
て
行
わ

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
債
権
質
の
対
抗
要
件

で
あ
る

Z
信
用
金
庫
に
対
す
る
通
知
ま
た
は

Z
信
用
金
庫
の
承
諾
が
な
か
っ
た
と
す
る

と、

Y
保
証
会
社
の
権
利
を
認
め
る
た
め
の

法
律
構
成
と
し
て
は
、
最
高
裁
の
よ
う
な
考

え
方
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
債
権
質
と
考
え
た
場
合
に

Y
保
証
会
社

の
権
利
を
保
護
で
き
な
い
こ
と
だ
け
で
は
、

本
件
前
払
金
に
関
す
る
関
係
を
信
託
と
解
釈

す
べ
き
理
由
と
し
て
は
明
ら
か
に
不
十
分
で

あ
り
、

Y
保
証
会
社
の
権
利
を
保
護
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
の
正
当
性
を
、
他
の
理
由
を
以

て
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
以
上
の
と
お
り
、
本
件
の
事
実
関
係

を
基
に
、
や
や
厳
密
に
検
討
し
て
み
る
と
、

本
件
前
払
金
に
関
す
る
法
律
関
係
を
信
託
契

約
と
捉
え
る
こ
と
に
は
、
解
釈
の
紛
れ
る
余

地
が
そ
れ
な
り
に
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
高
裁
が
本
件
前
払

金
の
管
理
処
分
に
関
し
て
、
使
用
目
的
が
拘

束
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
財
産
が
特
定
さ
れ

て
独
立
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
と
し

て
、
信
託
契
約
の
成
立
を
認
め
た
こ
と
は
、

実
務
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
、
信
託
法
理
論

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
発
生
し
う

る
類
似
事
件
と
の
比
較
検
討
が
不
可
欠
と
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
理

論
的
観
点
と
し
て
、
あ
る
法
律
関
係
を
「
信

託
関
係
し
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
の
理
論

上
お
よ
び
実
務
上
の
意
味
を
、
当
事
者
と
の

関
係
で
捉
え
る
だ
け
で
な
く
、
裁
判
所
と
の

関
係
で
も
考
察
し
て
み
る
こ
と
が
、
必
要
か

っ
有
益
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

(

1

)

本
件
に
関
す
る
他
の
解
説
、
評
釈
と
し
て
、

中
村
也
寸
志
・
曹
時
五
五
巻
八
号
(
二

O
O
三

年
)
一
一
一
一
九
七
頁
、
同
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
最
高
裁
時

の
判
例
E
(
二
O
O三
年
〉
=
二
九
頁
、
佐
久
間

毅
・
平
成
一
四
年
度
重
判
(
二

O
O三
年
)
七
三

頁
、
末
広
陽
一
・
平
成
一
四
年
度
主
要
民
事
判
例

解
説
(
二

O
O三
年
)
四
六
頁
、
角
紀
代
恵
・
金

法
二
ハ
八
四
号
(
二

O
O三
年
)
七
頁
、
岩
藤
美

智
子
・
金
法
一
六
五
九
号
(
ニ

O
O
二
年
〉
二
ニ

頁
、
雨
宮
孝
子
・
判
評
五
二
五
号
(
二

O
O
二

年
)
三
七
頁
、
道
垣
内
弘
人
・
法
教
二
六
三
号

(二

O
O
二
年
)
一
九
八
頁
、
薬
田
誠
・
銀
行
法

務
担
・
六
一
二
号
(
二

O
O
二
年
)
二
二
頁
が
あ

司令。

(
2
)

こ
の
こ
と
は
、
信
託
の
基
本
構
造
、
す
な
わ

ち
信
託
関
係
当
事
者
聞
の
権
利
義
務
の
性
質
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題

と
、
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
星
野
豊
『
信
託
法

理
論
の
形
成
と
応
用
』
(
信
山
社
、
二

O
O四
年
)

二
O
七
頁
参
照
。

(
3
)

但
し
、
消
費
者
等
が
契
約
の
当
事
者
と
な
る

よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
、
関
係
者
聞

の
法
律
関
係
を
複
雑
に
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
各
当
事
者
間
に
お
け
る
合
意
内
容
の
解

釈
と
し
て
、
他
の
契
約
内
容
を
前
提
と
し
て
位
置

づ
け
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
は
、
消
費
者
保
護
が
問
題

と
な
る
事
案
で
は
な
い
た
め
、
最
高
裁
の
見
解
の

妥
当
性
に
関
し
て
は
、
他
の
理
由
が
必
要
と
な
る

わ
け
で
あ
る
。

(
4
)
鑑
密
に
考
え
れ
ば
、
い
か
に
信
託
終
了
後
の

法
定
信
託
で
あ
ろ
う
と
、
終
了
前
の
信
託
関
係
と

は
財
産
の
管
理
処
分
の
目
的
が
異
な
る
(
法
定
信

託
で
は
信
託
財
産
を
整
理
し
て
帰
属
権
利
者
に
引

渡
す
こ
と
の
み
が
目
的
と
な
る
)
以
上
、
本
文
で

議
論
し
た
本
件
保
証
約
款
の
内
容
を
信
託
契
約
に

お
け
る
合
意
の
前
提
と
し
て
考
え
て
よ
い
の
か

が
、
さ
ら
に
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
信
託
終
了
後
の
法
定
信
託
に
関
す
る
管
理

処
分
上
の
義
務
履
行
に
対
す
る
保
証
と
位
置
づ
け

た
と
し
て
も
、

Y
保
証
会
社
に
よ
る
権
利
取
得
を

債
権
質
に
基
づ
く
も
の
と
す
る
解
釈
を
論
理
的
に

排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
な
ぜ
「
信

託
」
と
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
を
、
改
め
て

考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
5
)
従
来
の
議
論
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い

信
託
法
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
裁
判
所
の
監
督

権
が
他
の
財
産
管
理
法
理
と
比
べ
て
明
確
に
規
定

さ
れ
て
お
り
、
裁
判
所
の
事
件
解
決
に
お
け
る
具

体
的
な
裁
量
が
か
な
り
大
き
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
も
っ
と
も
、
信
託
を
当
事
者
聞
の
合
意
に
基

づ
く
契
約
の
一
類
型
と
位
置
づ
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
裁
判
所
の
裁
量
は
最
小
限
度
で
あ
る
べ
き
こ

と
と
な
り
、
議
論
は
や
や
複
雑
な
も
の
と
な
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
近
い
将
来
、
本
格
的
に
検

討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

(
ほ
し
の
・
ゆ
た
か
筑
波
大
学
助
教
授
)
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